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評価の観点の趣旨 

知識・技能（技術） a 思考・判断・表現 b 主体的に学習に取り組む態度 c 

国

語 

現代の 

国語 

言葉は、認識や思考を支える働きが

あることを理解しようとし、豊かな

言語感覚を養うと同時に確かな言語

力を磨くことができる。 

目的や意識、場を理解し、言語を用

いる中で、考える力、感じる力、想

像する力、表現する力などを養うと

ともに、言語情報からより高度な論

理的な思考を行うことができる。 

言語を用いて生活を営んでいること

を通して、我が国の文化、風習など

が発展しているということに気が付

き、社会の担い手としての言語力を

育もうとしている。 

言語 

文化 

伝統や文化に根ざした言語文化に魅

力を感じ、現代のことばとのつなが

りを認識し、ことばによる豊かな世

界観を育むことができる。 

作品や文章に表れているものの見

方、感じ方、考え方を捉え、内容を

解釈することを通じて、長年培われ

てきた言語文化について理解すると

ともに、伝統や文化について、豊か

な認識を育むことができる。 

言語文化の特徴を捉え、語彙を増や

し、ことばを通して文化的背景につ

いて理解を深め、豊かな認識を養お

うとしている。 

地

理

歴

史 

歴史 

総合 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象

について、世界とその中の日本を広

く相互的な視野から捉え、現代的な

諸課題の形成に関わる近現代の歴史

を理解するとともに、諸資料から歴

史に関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめることができる。 

近現代の歴史の変化に関わる事象の

意味や意義、特色などを、時期や年

代、推移、比較、相互の関連や現在

とのつながりなどに着目して、概念

などを活用して多面的・多角的に考

察したり、歴史に見られる課題を把

握し解決を視野に入れて構想したり

する力や、考察、構想したことを効

果的に説明したり、それらを基に議

論したりすることができる。 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象

について、よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に追究、解決しよ

うとしているとともに、多面的・多

角的な考察や深い理解を通して涵養

される日本国民としての自覚、日本

の歴史に対する愛情、他国の文化を

尊重することの大切さについての自

覚などを深めようとしている。 

公

民 
公共 

現代の諸課題を捉え考察し、選択・

判断するための手掛かりとなる概念

や理論について理解しているととも

に、諸資料から、倫理的主体などと

して活動するために必要となる情報

を適切かつ効果的に調べまとめてい

る。  

現実社会の諸課題の解決に向けて、

選択・判断の手掛かりとなる考え方

や公共的な空間における基本的原理

を活用して、事実を基に多面的・多

角的に考察し公正に判断したり、合

意形成や社会参画を視野に入れなが

ら構想したことを議論したりしてい

る。 

国家及び社会の形成者として、より

よい社会の実現を視野に、現代の諸

課題を主体的に解決しようとしてい

る。  

数

学 

数学Ⅰ 

数と式、図形と計量、２次関数及び

データの分析についての基本的な概

念や原理・法則を体系的に理解する

とともに、事象を数学化したり、数

学的に解釈したり、数学的に表現・

処理したりする技能を身に付けてい

る。 

数と式、図形と計量、２次関数及び

データの分析において、適切な手法

を選択して分析を行い、問題を解決

したり、解決の過程や結果を批判的

に考察し判断したりする力を身に付

けている。 

数学のよさを認識し数学を活用しよ

うとする態度、粘り強く考え数学的

論拠に基づいて判断しようとする態

度、問題解決の過程を振り返って考

察を深めたり、評価・改善したりし

ようとしている。 

数学Ⅱ 

いろいろな式、図形と方程式、指数

関数・対数関数、三角関数及び微分・

積分の考えについての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理解すると

ともに、事象を数学化したり、数学

的に解釈したり、数学的に表現・処

理したりする技能を身に付けてい

る。 

いろいろな式、図形と方程式、指数

関数・対数関数、三角関数及び微分・

積分の考えに着目し、事象を数学的

に考察したり、問題解決の過程や結

果を振り返って統合的・発展的に考

察したりする力を身に付けている。 

数学のよさを認識し数学を活用しよ

うとする態度、粘り強く柔軟に考え

数学的論拠に基づいて判断しようと

する態度、問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり、評価・改善し

たりしようしている。 
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数学Ａ 

図形の性質、場合の数と確率につい

ての基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解するとともに、数学と人

間の活動の関係について認識を深

め、事象を数学化したり、数学的に

解釈したり、数学的に表現・処理し

たりする技能を身に付けている。 

図形の構成要素間の関係などに着目

し、図形の性質を見いだし、論理的

に考察する力、不確実な事象に着目

し、確率の性質などに基づいて事象

の起こりやすさを判断する力、数学

と人間の活動との関わりに着目し、

事象に数学の構造を見いだし、数理

的に考察する力を身に付けている。 

数学のよさを認識し数学を活用しよ

うとする態度、粘り強く考え数学的

論拠に基づいて判断しようとする態

度、問題解決の過程を振り返って考

察を深めたり、評価・改善したりし

ようとしている。 

理

科 

物理 

基礎 

日常に起きる物体の運動や様々な物

理現象を観察、実験などを通して探

究し、基本的な概念や原理・法則を

正しく理解でき、物理現象とエネル

ギーについての基礎的な見方や考え

方を身に付けている。 

運動やエネルギーの概念を正しく理

解し、物理的な考え方を身に付けた

上で、物理現象の原因をより深く思

考できる。実験結果を科学的に考察

し、仮説を検証しながら科学的に表

現する力を身に付けている。 

身の回りの物理現象に興味関心を持

ち、課題や実験に対して、周囲と協

力しながら主体的に取り組み、科学

的な態度で問題を意欲的に解決しよ

うとしている。 

生物 

基礎 

生物学の基本的な概念や原理・法則

の理解を深め、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関する

基本的な技術を身に付けている。 

生物や生命現象に関する基本的な概

念や原理・法則を正しく理解し、生

物的な考え方を身に付けた上で、生

物現象の原因をより深く思考し、正

しく説明することができる。 

身の回りの生物や生物現象に興味関

心を持ち、課題や実験に対して、主

体的に取り組み、科学的な態度で問

題を意欲的に解決しようとしてい

る。 

保

健 

体

育 

体育 

運動の合理的、計画的な実践を通し

て、運動の楽しさや喜びを深く味わ

い、運動の多様性や体力の必要性に

ついての知識と技能を身に付けてい

る。 

運動を豊かに継続するための課題を

発見し、合理的、計画的な解決に向

けて思考し判断するとともに、仲間

とコミュニケーションを取りながら

運動を実践できる。 

継続して運動に親しむために、公正

に取り組む、互いに協力する、自己

の責任を果たす、安全に留意するな

ど主体的に取り組もうとしている。 

保健 

多様な健康の考え方、感染症、生活

習慣病、がん、喫煙、飲酒、薬物乱

用、精神疾患などの健康課題とそれ

らの対策を理解している。また事故

や熱中症などのおこる要因を理解

し、予防する知識と実践力を身に付

けている。 

現代社会と健康について課題を発見

し、健康的な生涯を過ごすために、

解決の方法を考え実践できる能力を

身に付ける。交通事故や熱中症など

の回避方法を考え、それらを伝える

ことができる。 

現代生活と健康についての学習に主

体的に取り組み、安全な社会生活に

ついての学習に主体的に取り組もう

としている。 

芸

術 

音楽Ⅰ 

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的

背景などとの関り及び音楽の多様性

について理解している。 

創意工夫を生かした音楽表現をする

ために必要な技術を身に付け、歌唱、

器楽、創作で表すことができる。 

音楽を形づくっている要素や要素同

士の関連を知覚し、それらの働きを

感受しながら、知覚したことと感受

したこととの関わりについて考え、

どのように表すかについて表現意図

をもち、音楽を評価しながらよさや

美しさを自ら味わって聴くことがで

きる。 

主体的・協働的に表現及び鑑賞の学

習活動に取り組もうとしている。 

美術Ⅰ 

対象や事象を捉える造形的な視点や

表現技法について理解を深めてい

る。 
意図に応じて表現方法を創意工夫

し、創造的に表している。 
美術や美術文化のよさや美しさを理

解している。 

造形的なよさや美しさ、表現の意図

と創意工夫、美術の働きなどについ

て考え、主題を生成し創造的に発想

し構想を練り、価値意識をもって美

術や美術文化に対する見方や感じ方

を深めることができる。 

主体的に美術の幅広い創造活動に取

り組もうとしている。 
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書道Ⅰ 

書の表現方法や形式、多様性などに

ついて幅広く理解している。 

書写能力の向上を図り、書の伝統に

基づき、効果的に表現するための基

礎的な技術を身に付け、表すことが

できる。 

書のよさや美しさを感受し、意図に

基づいて構想し表現を工夫し、作品

や書の伝統と文化の意味や価値を考

え、書の美を味わい捉えることがで

きる。 

主体的に書の表現及び鑑賞の幅広い

活動に取り組もうとしている。 

外

国

語 

英語 
コミュ 
ニケー 
ション 
Ⅰ 

新出語やKey Phrasesの言語材料、

本文の論理展開を理解している。 
各 Part 本文の内容について、事実

や自分の考えを整理し、新出語や

Key Phrasesの言語材料を用いて、

本文の内容を再生したり、自分の意

見を話したり書いたりする技能を身

に付けている。 

本文の内容を簡潔にまとめ、適切な

つなぎ表現を用いて話したり書いた

りしている。 
本文に関連したテーマについて、学

習した機能表現を用いて、自分の意

見を話したり書いたりしている。 
聞き取った内容に関連したテーマに

ついて、事実や自分の考えを整理し

て、ペアで話し合ったり、学習した

語句や表現を用いて書いたりしてい

る。 

本文の内容を簡潔にまとめ、適切な

つなぎ表現を用いて話したり書いた

りしようとしている。 
本文に関連したテーマについて、学

習した機能表現を用いて、50語以上

で自分の意見を話したり書いたりし

ようとしている。 
聞き取った内容に関連したテーマに

ついて、事実や自分の考えを整理し

て、ペアで話し合ったり、学習した

語句や表現を用いて書いたりしよう

としている。 

論理・

表現Ⅰ 

英語の特徴やきまりに関する事項、

話の展開のしかたや論理構成につい

て理解している。 
実際のコミュニケーションにおい

て、日常的な話題や社会的な話題に

ついて、基本的な語句や文を用いて、

情報や考え、気持ちなどを伝える、

また、聞いたり読んだりしたことを

活用しながら、意見や主張などを論

理構成や展開を工夫して伝える技能

を身に付けている。 

コミュニケーションを行う目的や場

面、状況などに応じて、日常的な話

題や社会的な話題について、事実や

自分の考え、気持ちなどを、基本的

な語句や文を用いて、論理の構成や

展開を工夫して伝えている。 

コミュニケーションを行う目的や場

面、状況などに応じて、日常的な話

題や社会的な話題について、事実や

自分の考え、気持ちなどを、基本的

な語句や文を用いて、論理の構成や

展開を工夫して伝えようとしてい

る。 
外国語の背景にある文化に対する理

解を深め、聞き手・読み手に配慮し

ながら、主体的に英語を用いて伝え

ようとしている。 

家

庭 

家庭 

基礎 

生活を主体的に営むために必要な人

の一生と家族・家庭及び福祉、衣食

住、消費生活・環境などの基礎的な

ことについて理解しているととも

に、それらに係る技能を身に付けて

いる。 

生涯を見通して、家庭や地域及び社

会における生活の中から問題を見い

だして課題を設定し、解決策を構想

し、実践を評価・改善し、考察した

ことを根拠に基づいて論理的に表現

するなどして課題を解決する力を身

に付けている。 

様々な人々と協働し、よりよい社会

の構築に向けて、課題の解決に主体

的に取り組んだり、振り返って改善

したりして、地域社会に参画しよう

とするとともに、自分や家庭、地域

の生活の充実向上を図るために実践

しようとしている。 

 

（学習評価について） 

 上記に記載した各教科・科目ごとに示された三つの観点（「知識・技能（技術）ａ」・「思考・判断・表現 ｂ」・

「主体的に学習に取り組む態度 ｃ」）に基づき、学習内容のまとまり（定期考査までの学習のひとまとまり）ご

とに評価を行い、それらを総括して前期末は１０段階評価、学年末は１０段階評価及び５段階評定による評価を

行います。 
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令和８年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 国 語 科目名 現代の国語 学年 1 年 単位数（合計） 2（70） 

使用教科書 現代の国語（第一学習社） 補助教材等 核心漢字2500＋語彙1000（尚文出版） 

指導目標 
実社会に生かせる国語の知識・技能を習得し、論理的に考え、表現し、学び合うことで、自分の思いや考

えを深化拡充できる。その中で、我が国の言語文化の担い手として自覚を持ち、より豊かな言語生活を営め

る礎を築く。 

 
月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 
6 
話 

新しい視点 
「『わらしべ長者』の経
済学」 

・筆者の主張とそれを支える論拠の関係について理解する。
【a】 
・筆者の主張に対する自分の考えを、論拠を明確にして話し
合う。【b・c】 

行動観察 
ワークシート
等 

5 
8 
書 

対比構造 
「水の東西」 

・本文中の対比構造とその効果を理解する。【a】 
・日本や他国の文化について、対比構造を用いて文章にまと
める。【b・c】 

行動観察 
ワークシート
等 

6 
7 

1 読 ◆前期中間考査 

8 
書 

賛否を述べる 
「科学と非科学」 
言語活動 
「意見文を書こう」 

・文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解す
る。【a】 

・自分の考えが的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕
方を工夫して書く。【b・c】 

行動観察 
ワークシート
等 

8 
9 

8 
読 

ことばの働き 
「ものとことば」 

・言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解する
とともに、本文中の具体的な情報を抽象化し、筆者の主張
を捉える。【a】 

・筆者の主張の論拠となる具体例を調べ、資料を用いて報告
する。【b・c】 

行動観察 
ワークシート
等 

1 読 ◆前期期末考査 

10 
8 
読 

批評の方法 
「『羅生門』の最後の一
文」 

・文章の構造をつかみ、批評の方法を理解する。【a】 
・筆者の主張する最後の一文の効果を「羅生門」本文から理
解し、興味関心を深める。【b・c】 

行動観察 
ワークシート
等 

11 
7 
書 

関連づける 
「絵を前に思いをめぐ
らす」 

・文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し、
絵と恋の関連を考察する。【a】 

・記事の内容を参考に、自分の意見を論述する。【ｂ・c】 

行動観察 
小テスト 
ワークシート
等 

1 読 ◆後期中間考査 

12 
8 
話 

技術・社会 
「未来世代への脅威」 

・具体例から筆者の主張をつかみ、情報と情報の関係につい
て理解する。【a】 

・「地球の限界と経済社会に聞き」と比較した結果をまとめ、
考えたことを発表する【b・c】 

行動観察 
ワークシート
等 

1 
6 
話 

実用の文章２ 
「資料を分析して考え
をまとめる」 

・様々な資料の特色をふまえ、複数の情報を関連付けて理解
する。【a】 

・自分の考えが的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕
方を工夫して発表する。【b・c】 

行動観察 
ワークシート
等 

2 
7 
書 

認識の枠組み 
「浪費を妨げる社会」 

・具体例と筆者の主張を見分け、具体例を用いることの効果
を理解する。【a】 
・筆者の意見に対する自分なりの考えを文章にまとめる。
【b・c】 

行動観察 
ワークシート
等 

3 1 読 ◆学年末考査 

 
話：話すこと・聞くこと 20～30 単位時間程度 → 話すこと・聞くこと 20 単位時間 
書：書くこと 30～40 単位時間程度      → 書くこと      33 単位時間 
読：読むこと 10～20 単位時間程度      → 読むこと      17 単位時間 



5 

令和８年４月１日 

令 和 ８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 国 語 科目名 言語文化 学年 １年 単位数（合計） 3（105） 

使用教科書 高等学校 言語文化（第一学習社） 補助教材等 
体系古典文法(数研出版)・漢文必携（桐原書店） 

核心古文単語 351（尚文出版） 

指導目標 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を

深め、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばす。また、他者との関わりの中で

伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる能力を養う。 
 

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 
6 

読 

ガイダンス 

説話「児のそら寝」 

・辞書やノートの使い方、予習復習の仕方を理解する。【ａ】 

・歴史的仮名遣いを理解する。【ｂ】 

・古文・漢文を抵抗なく読み書きする力を身に付ける。【ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

5 

4 

読 

説話「絵仏師良秀」 ・用言について理解する。【ａ】 

・描かれている世界を読み取る。【ｂ・ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

5 

読 

物語「なよたけのかぐや

姫」 

・係り結びを理解し、助動詞・助詞の概略を知る。【ａ・ｂ】 

・逐語訳による本文の正確な理解を目指す。【ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

6 

7 

1 読 ◆前期中間考査  

6 

読 

近現代の韻文（詩・短

歌・俳句）  
・韻文の修辞技法を理解する。【ａ】 

・表現に基づいた自分なりの解釈を構築する。【ｂ・ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

9 

読 

漢文入門 

故事「漁夫の利」 

 

・置き字・再読文字・返読文字のきまりを理解する。【ａ】 

・漢文を書き下し文にし、口語訳する。【ａ・ｂ】 

・漢文を学ぶ意義を知り、訓読のきまりを理解する。【ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

8 

9 

8 

読 

随筆「徒然草」  
 

・助動詞を体系化して理解する。【ａ】 

・用言や助動詞を意識して口語訳し、随筆を読み味わう。 

【ｂ・ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

10 

書 

日記「土佐日記」  ・助動詞を理解し、読解に生かす。【ａ・ｂ】 

・文学史上の位置づけを知り、日記文学に興味をもつ。【ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

1読 ◆前期期末考査   

10 
10 

読 

小説「羅生門」  ・登場人物の心情とその変化に留意して読解する。【ａ・ｂ】 

・小説の表現技法に着目し、読み味わう。【ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

11 

8 

読 

歌物語「伊勢物語」  ・助詞の用法を理解する。【ａ】 

・和歌の修辞法を学び、歌物語を読解する。【ａ】 

・心情語を理解し、登場人物の心情を読み取る。【ｂ・ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

7 

読 

史伝「先従隗始」  
 

・句法や漢文特有の表現に留意しつつ読解する。【ａ・ｂ】 

・古代中国の思想や日本への影響を知り、漢文への興味をもつ。【ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

1 読 ◆後期中間考査  

12 
5 

読 

随筆「枕草子」  
探求の扉「白氏文集」 

・敬語表現に触れる。【ａ】 

・内容を掴み、典拠を知ることで理解を深める。【ｂ・ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

1 

3 

読 

唐詩「春暁」他  
 

・漢詩の形式や、表現技法を理解し、読解する。【ａ・ｂ】 

・作者の心情、詩の内容や背景を理解しようとする。【ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 

8 

読 

軍記物語「平家物語」  
 

・敬語表現を理解し、読解に生かす。【ａ】 

・段落毎に話の展開をまとめる力を身に付ける。【ｂ・ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 
2 

12 

読 

小説「城の崎にて」 ・心情変化と情景描写の関わりを的確に読み取る。【ａ・ｂ】 

・巧みな表現を詠み味わい、鑑賞する。【ｃ】 

行動観察 

ワークシート等 
3 

1 読 ◆学年末考査  

書：書くこと                 7～15 単位時間程度  → 書くこと            10 単位時間 
読：読むこと 古典      60～68 単位時間程度 → 読むこと 古典        65 単位時間 
  読むこと 近代以降の文章 30 単位程度     → 読むこと 近代以降の文章   30 単位時間 



6 

令和８年４月１日 

令 和 ８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 地理歴史 科目名 歴史総合 学年（文理） 1年 単位数（合計） ２（ 70 ） 

使用教科書 明解 歴史総合(帝国書院) 補助教材 新詳 歴史総合(第一学習社) 

指導目標 
社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追及したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化

する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を養う。 
 

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 6 

1部 歴史の扉 

2部 近代化と私たち 

1章 江戸時代の日本と結びつく世界 

・「大航海時代」から「世界の一体化」への交易の意義と地域の変容を考察することができる【b】 

・江戸幕府が貿易を統制した目的について考察することができる【b】 

・18世紀における清を中心としたアジアの国際秩序やヨーロッパ諸国との交易について理解する

ことができる【a】 

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察 

5 6 

2章 欧米諸国における近代化 

1イギリスの革命とアメリカの独立 

2フランス革命～ヨーロッパ近代の幕開け 

3フランス革命の影響と国民意識の芽生え 

・イギリスとアメリカで成立した政治体制について考察することができる【b】 

・ナポレオンによってフランス革命の成果がどのように定着し、その失脚後にはど

のような国際的枠組みがつくられたのか理解することができる【a】 

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察 

6 8 

前期中間考査 

4 産業革命で変わる社会 

5 イギリスの繁栄と国際分業体制 

3章 近代化の進展と国民国家形成 

・産業革命による社会変化に着目し、問題を考察することができる【b】 

・国民国家の形成について、ナショナリズムの運動に着目して理解することができる【a】 

・ドイツとロシアの近代国家形成の特徴について考察することができる【b】 

・アメリカ合衆国の領土拡大と南北戦争について理解することができる【a】 

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察 

7 6 4 章アジア諸国の動揺と日本の開国 

・ヨーロッパの進出に対する日本と清の対応を、行動主体に着目し理解することができる【a】 

・清と日本の欧米諸国への対応における相違点をあげ、理由について考察することができる【b】 

・旧幕府軍と新政府軍の考え方の違いと近代化との関連について考察することができる【b】 

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察 

8 2 

5 章 近代化が進むアジアと東アジア 

1 新政府の誕生 

2 近代国家を目指す日本 

・大日本帝国憲法制定と外交にもとづく領土画定について、背景と過程を理解する

ことができる【a】  

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察 

9 6 

3日本と清の近代化と日清戦争 

4 列強の中国進出と日露戦争 

5 日露戦争が与えた影響 

3部 1章 第一次世界大戦と日本の対応 

・日清戦争の結果、東アジアの関係の変化について考察することができる【b】 

・日露戦争と日本の対外進出がアジアに与えた影響を理解することができる【a】 

・近代化に関連する現代の課題について考察することができる【c】  

・ロシア革命が発生した背景や経緯を理解することができる【a】 

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察 

10 8 
2章 国際協調と大衆社会の広がり 

 

・ヴェルサイユ体制と国際連盟の課題について考察することができる【b】 

・中東とインドの民族運動の経緯と現代まで続く課題について理解することができる【a】 

・大戦後、各国で大衆の政治参加が進んだ理由について考察することができる【b】 

・日本における大衆の政治参加と大衆社会の形成について理解することができる【a】 

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察 

11 7 
3章 日本の行方と第二次世界大戦 

 

・世界恐慌の影響と、ソ連のスターリン独裁の功罪について理解することができる【a】 

・日本がドイツ・イタリアに接近した背景について考察することができる【b】 

・ヨーロッパからアジア・太平洋に及ぶ戦争に発展する経緯について、理解することができる【a】 

・日本がポツダム宣言を受諾するに至る経緯や被害の甚大さについて理解することができる【a】 

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察 

12 5 4 章 再出発する世界と日本 
・冷戦がヨーロッパ諸国に及ぼした影響について考察することができる【b】 

・アジア諸国の独立運動が冷戦構造に組み込まれていく経緯について理解することができる【a】 

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察 

1 6 
4部 グローバル化と私たち 

1章 冷戦で揺れる世界と日本 

・日本が高度経済成長を達成できた要因を、国内外の情勢と関連させて考察することができる【b】 

・第三勢力の形成と脱植民地化の動向について、冷戦との関係を踏まえ理解することができる【a】 

・パレスチナ問題と中東戦争が、国際社会に与えた影響について理解することができる【a】 

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察 

2 

3 
10 

2章 多極化する世界 

3章 グローバル化のなかの世界と日本 

・ベトナム戦争がアメリカ社会と国際社会に与えた影響について理解することができる【a】 

・「経済大国」となった日本の国際的な課題と求められる貢献について考察することができる【b】 

・冷戦の終結によって、なぜ地域紛争が勃発したり、地域統合が進展したりしたのかについて考

察することができる【b】 

プリント確認 

考察・発表内容

の評価 

行動観察  



7 
 

令和８年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 公民 科目名 公共 学年 1年 単位数（合計） 2（70） 

使用教科書 新版 公共（数研出版） 補助教材等 
最新公共資料集（第一学習社） 

三訂版ステージ演習ノート 公共 (数研出版) 

指導目標 
現代社会が抱えている諸問題に着目すると同時に、それらが自己とどのような関わりを持つのか理解させる。 

現代社会の様相についてさまざまな角度から探求し、民主社会における主体的な形成者としての能力や態度を養う。 
 

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 6 

公共の授業について 
◎現代の政治と法 

第３章 公共的な空間における基本原理 

第１節 民主社会の基本原理 
1 民主政治、基本的人権の保障  
2 権力分立と法の支配 
3 個人と社会とのかかわり 

・公共が何を学ぶ授業であるか理解を深めることができる。
【a・c】 

・民主政治確立の過程とその基本原理や仕組みについて理解
できる。【a】 

・個人の尊重を基礎として、法の支配と法の意義・役割につ
いて理解することができる。【a】 

考察・発表内容の評価 

授業用ノート・プリン
ト、問題集の確認 

行動観察 

5 7 
第2節 日本社会の基本原理 
1 日本国憲法と基本原理 
2 基本的人権の保障 

・民主主義の政治体制にどのようなものがあるか、また、その特色につ
いて理解することができる。【 a 】 

・日本国憲法の制定過程と基本的人権の保障について、現実の問題に即
して理解することができる。【 a 】 

考察・発表内容の評価 

授業用ノート・プリン
ト、問題集の確認  

行動観察 

6 8 

前期中間考査 

3 新しい人権・人権の国際的広がり 

第６章 国際社会の動向と日本の役割 

 第1節 国際政治の動向 

1 国際社会と国際法 

2 国際連合の成立と組織、役割、課題 

・平和主義の意義と特色・現状について理解することができる。また、
平和主義を実現するため、どのような国際貢献が可能か考えることが
できる。【 b 】 

・今日、主権国家を中心とする国際社会が、変容していることを理解す
ることができる。【 b 】 

・国際連合の現状と抱えている課題について理解することができる。
【 a 】 

授業用ノート・プリン
ト、問題集の確認 

考察・発表内容の評価 

7 5 

3 戦後の国際情勢 
 第2節 国際政治の課題と日本の役割  

1 日本の安全保障と日米安保体制 
2 軍縮への動き 
3 現代の紛争 
4 世界の人権問題と日本  

・冷戦構造の変遷を軸として、戦後国際政治の流れを正しく理解するこ
とができる。【 a 】 

・人種・民族問題、地域紛争、核兵器の廃絶と軍縮問題について理解し、
国際社会における日本の果たすべき役割について考えることができ
る。【 b・c 】 

・日本の領土とそれをめぐる問題について地図や年表を活用し、資料を
適切に読み取りながら理解することができる。【 a 】 

授業用ノート・プリン
ト、問題集の確認 

行動観察 

8 2 

第４章 現代の民主政治と政治参加の意義 

第1節 日本の政治機構 

1 国会・内閣・裁判所のしくみと役割 

・国会・内閣・裁判所のしくみについて理解し、それが抱える問題点に
ついて考えることができる。【 b・c 】 

夏季休業課題 

9 6 

2 地方自治の現状と課題 
第2節 政治参加と民主政治の課題 
1 政党の役割 
2 選挙と選挙制度 
3 世論の形成と現代民主政治の課題 

前期期末考査 

・「私たちが拓く日本の未来 有権者として求められる力を身に付ける
ために」を用いて、民主政治実現のための具体的制度である選挙につ
いて理解し、主権者である国民としてどう行動すべきか考えることが
できる。【 b・c 】 

授業用ノート・プリン
ト、問題集の確認 
考察・発表内容の評価 
行動観察 

10 8 

◎現代の経済 
第５章 現代の経済社会と経済活動のあり方 
第1節 経済のしくみと市場機構 
1 経済生活のしくみ 
2 企業の動きと役割 
3 市場経済のしくみ 

・現代の経済社会において、自由な経済活動を基本とする市場経済の意
義と権能について理解することができる。【 a 】 

・経済活動における私法の意義について理解することができる。【 a 】 

授業用ノート・プリン
ト、問題集の確認 
考察・発表内容の評価 
行動観察 

11 7 

第2節 財政と金融 
1 国民所得と経済成長 
2 財政の役割 
3 金融の役割 
4 日本銀行と金融政策  

後期中間考査 

・価格機構の働きと現代経済で生産の主体として重要な役割
を持つ企業の活動について理解できる。【b・c】 

・国民所得とは何か、また、景気がどのように変動するのか理解できる。
【 a 】 

・財政や金融のしくみや、現在抱える問題点について理解できる。【 a 】 

授業用ノート・プリン
ト、問題集の確認 
考察・発表内容の評価 
行動観察 

12 6 

第3節 日本経済の進度と変化 
1 日本経済のあゆみ 
2 産業構造の変化と職業  
3 中小企業と農業  

 第4節 豊かな生活と福祉の実現 
  ・消費者問題、労働問題、社会保障 
第６章  
 第3節 国際経済の動向と国際協力 
  1 国際経済の動向 
  2 国際経済の課題と国際協力 
   3  地域経済統合 

・戦後日本経済の歩みを理解できる。【 a 】 

・豊かな生活と福祉実現のための課題と現状について理解できる。【 a 】 
・経済のグローバル化・ボーダレス化の進展がもたらす影響について理
解することができる。【 b・c 】 

・国際収支表などを見ることにより国際経済の基本的なしくみについて
理解することができる。【 a 】 

・第二次世界大戦後の国際経済がどのような基本原則に基づき、運営さ
れてきたのか理解することができる。【 a 】 

・現在の国際経済における課題とは何かを理解し、その解決のためにで
きる国際協力にはどのようなことがあるか考えることができる。【 b 】 

授業用ノート・プリン
ト、問題集の確認 
考察・発表内容の評価 
行動観察 

1 6 

◎現代の社会生活と人間 
第２章 公共的な空間における人間としての

あり方生き方 
 生命をめぐる問題 情報をめぐる問題 
 環境をめぐる問題 資源・エネルギー問題 

・現代社会の特質を様々な面から捉え、その課題はどこにあるのか考え、
さまざまな資料を用いてまとめることができる。【 b・c 】 

冬季休業課題の確認 
授業用ノート・プリン
ト、問題集の確認  行動
観察 考察・発表内容の
評価 

2 
3 

9 

第１章 公共的な空間をつくる私たち 
  1 青年としてのあり方・生き方 
  2 先人の生き方・考え方 
  3 日本人としての自覚 
◎共に生きる社会を目指して 
学年末考査 

・青年期の特色について理解し、課題は何か考えることができる。【 b 】 

・先人の思想を参考にして、自己の在り方などについて考えることがで
きる。【 b】 

 

授業用ノート・プリン
ト、問題集の確認 
考察・発表内容の評価 
行動観察 
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令和８年４月１日 

令 和 ８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 数学 科目名 数学Ⅰ 学年 １年 単位数（合計） 2（70） 

使用教科書 数学Ⅰ（数研出版） 補助教材等 
「4STEP数学Ⅰ＋Ａ」(数研出版) 

「Focus Gold Smart 2nd Edition 数学Ⅰ＋Ａ」(啓林館) 

指導目標 

数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析について理解させ、数学的処理する技能の習熟を図る。 
事象を論理的・統合的・発展的に考察する力、事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を培う。 
数学のよさを認識し活用しようとする態度、問題解決の過程を評価・改善する態度や創造性の基礎を養う。 

 
月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法等 

4 
 

5 

16 

オリエンテーション 
第 1 章 数と式 

○式の計算 
1.多項式 
2.多項式の加法と減法および乗法 

3.因数分解 
○実数 
4.実数 

5.根号を含む式の計算 
○1次不等式 

6.1次不等式 

7.1次不等式の利用 

・高校での数学の学習の仕方を理解する。【c】 
 

・数や式の計算の基本法則を理解する。【a】 
・式の加法・減法と乗法の根拠を理解し、公式を利用して、効率よく多
項式の計算を行う能力を習得する。【b】 

・因数分解の公式を理解し、利用することができる。【b】 
 
・実数の概念をまとめ、実数と数直線上の点との対応を理解する。【b】 

・根号を含む式の計算を行うことができる。【a】 
 
・不等式の性質を理解し、1 次不等式を解くことができる。【a】 

・絶対値の基本的な性質を理解する。【a】 

 
行動観察 

ノート確認 
休日課題 
 

5 
 
6 

7 

第 2 章 集合と命題 
2.命題と条件 

3.命題と証明 
 

・命題と条件の違いや、命題と集合との関係について理解できる。【a】 
・命題の逆・裏・対偶の定義と意味を理解して、それらの真偽を調べる

ことができる。【b】 

行動観察 
ノート確認 

休日課題 
前期中間考査 

6 
 
7 

22 

第 3 章 2次関数 
〇2次関数とグラフ 
1.関数とグラフ 

2.2次関数のグラフ 
3.2次関数の最大と最小 
4.2次関数の決定 

○2次方程式と 2次不等式 
5.2次方程式 
6.グラフと 2 次方程式 

7.グラフと 2 次不等式 

・日常生活に見られる関数の具体例を見つけて考察しようとする。【c】 
・2次関数の特徴について、表、式、グラフを相互に関連付けて多面的

に考察することができる。【b】 

・2 次関数の特徴をグラフによって明らかにし、それらの特徴を利用し
て、関数の最大・最小を求めることができる。【b】 

・2 次方程式の解の公式を理解し、それを用いて解を求める力を身に付

ける。【a】 
・2次方程式の解の個数を調べることができる。【a】 
・2 次方程式、2 次不等式の解を、2 次関数のグラフと x 軸との位置関

係によって捉えることができる。【b】 

 
行動観察 
ノート確認 

休日課題 
 

8 
 
9 

 
10 

16 

第 4 章 図形と計量 
○三角比 

1.三角比 

2.三角比の相互関係 
3.三角比の拡張 

○三角形への応用 

4.正弦定理 
5.余弦定理 
6.正弦定理と余弦定理の応用 

7.三角形の面積 
8.空間図形への応用 

 
・日常の事象や社会の事象などに三角比を活用しようとする。【c】 
・三平方の定理をもとに三角比の相互関係を考察できる。【b】 

・これまでに学習している数や図形の性質に関する拡張と対比し、三角
比を鋭角から鈍角まで拡張して考察しようとする。【c】 

・正弦定理・余弦定理を導き、これを用いて、三角形の辺と角の値を求

めることができる。【b】 
・余弦定理や正弦定理を用いて、三角形の残りの辺の長さや角の大きさ
を求めることができる。【a】 

・三角比を用いて三角形の面積を求めることができる。【a】 
・三角比を利用して、立体の断面積や体積を求めることができる。【b】 

 
行動観察 
ノート確認 

休日課題 
 
 

 
 
 

前期期末考査 

10 
 

11 

7 

第 5 章 データの分析 
1.データの整理 
2.データの代表値 

3.データの散らばりと四分位範囲 
4.分散と標準偏差 
5.2つの変量の間の関係 

6.仮説検定の考え方 
 
 

○課題学習 
 

・度数分布表、ヒストグラムについて理解している。【a】 
・各代表値の定義や意味を理解し求めることができる。【a】 
・データの散らばりの度合いをどのように数値化するかを考察するこ

とができる。【b】 
・分散と標準偏差の意味を理解し、計算できる。また、分布の違いを標
準偏差によって表現できる。【b】 

・データの相関について、散布図や相関係数を利用してデータの相関を
的確に捉えて説明することができる。【b】 

・仮説検定の考え方を活用して判断しようとする態度がある。【c】 

・日常の諸問題に対して、数学的な考え方を用いて考察しよ
うとする。【c】 

 
行動観察 
ノート確認 

休日課題 
 
 

 
 
 

 
後期中間考査 

下記の内容に関しては、数学Ａ担当者が扱う。 

4 2 

第 2 章 集合と命題 
○集合と命題 

 1.集合 

 
・集合とその表し方を理解している。また、2つの集合の関係を、記号

を用いて表すことができる。【a】 
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令和８年４月１日 

令 和 ８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 数学 科目名 数学Ⅱ 学年 １年 単位数（合計） 1（35） 

使用教科書 数学Ⅱ（数研出版） 補助教材等 
「4STEP 数学Ⅱ」(数研出版) 

「Focus Gold Smart 2nd Edition数学Ⅱ＋B＋C（啓林館） 

指導目標 

いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ、数学的処理する技能の

習熟を図る。 
事象を論理的・統合的・発展的に考察する力、事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を培う。 
数学のよさを認識し活用しようとする態度、問題解決の過程を評価・改善する態度や創造性の基礎を養う。 

 

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法等 

12 
 
1 

17 

第１章 式と証明 

○式と計算 
1.3次式の展開と因数分解 
2.二項定理 

3.多項式の割り算 
4.分数式とその計算 
5.恒等式 

実力考査  
○等式と不等式の証明 

6.等式の証明 

7.不等式の証明 

 

・3次式の展開および因数分解の公式を利用できる。【a】 
・二項定理の導き方を理解し、二項定理を利用して、展開式やその項の係
数を求めることができる。【b】 

・割り算の等式を理解し、利用することができる。【a】 
・分数式の計算の結果を、既約分数式または多項式として表現すること
ができる。【b】 

・恒等式の定義とその性質を明らかにし、式変形の基礎を明確に理解す
る。【b】 

・不等式、等式の証明の方法を学び、証明することができるようにする。

【a・c】 

 

行動観察 
ノート確認 
休日課題 

 

1 

 
2 
 

3 

18 

第２章 複素数と方程式 
1.複素数 

2.2次方程式の解と判別式 
3.解と係数の関係 
4.剰余の定理と因数定理  

5.高次方程式 
 

・有理数から実数へ数の範囲を拡張する必要性を理解し、複素数を考察
することができる。【b】 

・2 次方程式の解について、実際に解を求めずに、判別式で解の種類を判
別することができることを理解している。【b】 

・解と係数の関係を使って、対称式の値や 2 次方程式の係数を求めるこ

とができる。【a】 
・剰余の定理、因数定理を利用し、因数分解をすることができる。【a】 
・高次方程式の解き方を理解し、解くことができる。【b】 

 
行動観察 

ノート確認 
休日課題 
 

 
 
 

 
学年末考査 
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令和８年４月１日 

令 和 ８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 数学 科目名 数学Ａ 学年 １年 単位数（合計） 2（70） 

使用教科書 数学Ａ（数研出版） 補助教材等 
「4STEP 数学Ⅰ＋Ａ」（数研出版） 

「Focus Gold Smart2nd Edition 数学Ⅰ＋Ａ」（啓林館） 

指導目標 

図形の性質、場合の数と確率、数学と人間の活動の関係について理解させ、数学的処理する技能の習熟を図る。 
事象を論理的・統合的・発展的に考察する力、事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を培う。 
数学のよさを認識し活用しようとする態度、問題解決の過程を評価・改善する態度や創造性の基礎を養う。 

   

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法等 

4 
 

5 
 
6 

 
7 

(2) 
 

26 

※数学Ⅰ 
第 2 章 集合と命題 1.集合 

第１章 場合の数と確率 

○場合の数 
1.集合の要素の個数 
2.場合の数 

3.順列 
4.円順列・重複順列 
5.組合せ 

○確率 
6.事象と確率 
7.確率の基本性質 

8.独立な試行の確率 
9.反復試行の確率 

10.条件付き確率 

11.期待値 

 
・集合を考えることで、日常的な事柄などを、集合の要素の個数

として数学的に数える。【b・c】 

・事象に応じて、和の法則、積の法則を使い分けて場合の数を求
めることができる。【b】 

・順列や組合せの用語・記号・公式を理解し利用できる。【a】 

・円順列・重複順列の考え方が適用できるかを見極めて、それら
の公式を使うことができる。【b】 

・組合せの考えを利用して式に表すことができる。【a】 

・不確定な事象を、同様に確からしいという概念を基に、数量的
に捉えることができる。【b】 

・確率の基本性質を理解し、和事象、余事象の確率を求めること

ができる。【a】 
・独立な試行の定義を理解し、その確率を求められる。【a】 
・反復試行の意味を理解し、その確率を求めることができる。【b】 

・条件付き確率の考えを利用して事象の確率が考えられることに
興味をもち、それについて考察しようとする。【c】 

・日常の事象において期待値を用いて、考察しようとする。【c】 

 
行動観察 
ノート確認 

休日課題 
 
 

 
 
 

 
 
 

前期中間考査 

8 
 
9 

 
10 
 

11 

22 

第２章 図形の性質 
○ 平面図形 
 1.三角形の辺の比 

2.三角形の外心、内心、重心 
3.チェバの定理、 
メネラウスの定理 

4.円に内接する四角形 
5.円と直線 
6.方べきの定理 

7.2つの円の位置関係 
8.作図 

○ 空間図形 

9.直線と平面 
10.多面体 

・線分の内分・外分、平行線と比などの基本事項を理解する。【a】 
・三角形の外心・内心・重心に関する性質に興味を示し、積極的

に考察する。【c】 

・チェバの定理・メネラウスの定理に関心をもち、積極的に考察
する。【c】 

・円に内接する四角形の性質を利用して、角度を求めたり、円と

四角形の様々な問題を証明したりすることができる。【b】 
・円と接線の性質を利用して、線分の長さを求めたり、図形の問

題を証明したりすることができる。【a】 

・方べきの定理を利用して、線分の長さを求めたり、図形の性質
を証明したりすることができる。【a】 

・2 つの円の位置関係を中心間の距離と半径に着目して考察する

ことができる。【b】 
・平行線と線分の比の性質を利用してさまざまな長さをもつ線分
の作図の方法を考察することができる。【b】 

・空間における 2 直線の位置関係やなす角を理解している。【a】 
・正多面体の特徴を理解し、それに基づいて面・頂点・辺の数を
求めることができる。【a】 

・前期の学習状況について自己評価する。【c】 

行動観察 
ノート確認 
休日課題 

 
 
 

 
前期期末考査 
 

 
 
 

 
 
 

後期中間考査 

12 

 
1 
 

2 
 
3 

20 

第３章 数学と人間の活動 
1.約数と倍数 
2.素数と素因数分解 

3.最大公約数と最小公倍数 
4.整数の割り算 
5.ユークリッドの互除法 

6.１次不定方程式 
7.記数法 
8.座標の考え方 

9.ゲーム・パズルの中の数学 
 
○課題学習 

 

・約数・倍数の意味といろいろな数の倍数の判定法を理解しており、それ
らを用いて与えられた数について調べることができる。【a】 

・自然数の正の約数と素因数分解の関係を理解できる。【a】 

・最大公約数、最小公倍数を利用して考察できる。【b】 
・割り算の余りの性質について考察を深めることができる。【b】 
・互除法の原理の証明に興味・関心をもつ。【c】 

・1 次不定方程式、整数解の意味を理解できる。【a】 
・位取り記数法、2 進法・n 進法について理解できる。【a】 
・座標平面上で代数的に解決する解法のよさを考える。【b】 

・ゲームで勝つ方法やパズルの仕組みなどを、論理的に考察しよ
うとする。【c】 

・日常の諸問題に対して、数学的な考え方を用いて考察しようと

する。【c】 

行動観察 
ノート確認 

休日課題 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

学年末考査 

時間の（   ）は、数学 A 担当者が数学Ⅰを扱う時間数（外数）  
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令和８年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 理科 科目名 物理基礎 学年 １年 単位数（合計） 2（70） 

使用教科書 改訂版 物理基礎（数研出版） 補助教材等 センサー物理基礎 (啓林館) 

指導目標 

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め、 

理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行い、運動と様々なエネルギー

を科学的に探究するために必要な資質・能力を育てる。 

 

月 
時

間 
主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 

 

5 

12 

第１編 運動とエネルギー 

第１章 運動の表し方 

 １.速度 

 ２.加速度 

 ３.落体の運動 

章末問題 

前期中間考査  

○主に直線上を動く物体の運動を正確に表す方法について学ぶ。 

・物体の運動に興味をもち、物体の直線運動などを調べようとする。【c】 

・等速直線運動や等加速度直線運動について理解できる。【a】 

・等速直線運動や等加速度運動について意欲的に探究できる。【c】 

・x-t 、v-t、 a-t グラフから物体の運動を考えることができる。【b】 

・物体が落下する際の運動を理解することができる。【c】 

・落下運動を定量的に扱うことができる。【b】 

・２ヶ月間の学習状況を自己評価する。【c】 

行動観察 

小テスト確認 

ノート確認  

6 

 

7 

 

8 

 

9 

20 

第２章 運動の法則 

 １.力とそのはたらき 

 ２.力のつりあい 

 ３.運動の法則 

章末問題 

  

 ４.摩擦を受ける運動 

 

前期期末考査  

 ５.液体や気体から受ける力 

○いろいろな力の性質を学ぶとともに、力がはたらいた場合の物体の運動の変化

の様子を調べる。 

・物体の運動に興味をもち、力の性質や力がはたらいたときの物体の運動を調べ

ようとする。【c】 

・平面内の力のつり合いや、合力・分力を考えることができる。【b】 

・重力と垂直抗力など、作用・反作用の関係を物体にはたらく力として捉え、考

えることができる。【b】 

・物体にはたらく力のつりあいを理解することができる。【b】 

・物体の質量や物体にはたらく力を変えて物体の運動を調べ、運動の様子をグラ

フに表すことができる。【a】 

・運動の三法則を理解することができる。【a】 

・前期の学習状況を自己評価する。 

・物体にはたらく力と運動の関係を理解することができる。【b】 

行動観察 

小テスト確認 

ノート確認 

実験レポート 

  

  

  

  

  

  

行動観察 

10 

 

11 

 

12 

13 

第３章 仕事とエネルギー 

 １.仕事 

 ２.運動エネルギー 

 ３.位置エネルギー 

後期中間考査  

 ４.力学的エネルギーの保存 

章末問題 

探究活動  

○仕事、力学的エネルギーについて学び、力学的エネルギーが一定に保たれるこ

とについて学ぶ。 

・エネルギーを測るものさしとして、仕事について理解できる。【a】 

・仕事をする能力として、運動エネルギーと位置エネルギーについて理解するこ

とができる。【a】 

・後期中間考査までの授業および自分の学習状況について自己評価する。 

・力学的エネルギー保存の法則を調べる観察と実験を行い、保存力と仕事の関係

を分析し、得られた結果を記録しようとしている。【a】 

・力学的エネルギーの保存について理解することができる。【a】 

・力学的エネルギーの保存の法則を用い、様々な運動を分析できる。【b】 

小テスト確認 

ノート確認 

実験レポート 

  

  

行動観察 

小テスト確認 

ノート確認 

実験レポート 

12 5 

第２編 熱 

第１章 熱とエネルギー 

 １.熱と物質の状態 

 ２.熱と仕事 

 章末問題  

○熱の本質を知り、エネルギーとの関係を学ぶ。 

・熱運動と温度を定性的に理解することできる。【c】 

・熱運動というミクロな立場から物質の状態変化、温度、潜熱について理解する

ことができる。【a】 

・仕事と熱の変換、内部エネルギー、熱力学第 1 法則を通じ、熱現象とエネルギ

ーの関係について理解することができる。【a】  

 

 

 

 

実験レポート 

1 

2 
8 

第３編 波 

第１章 波の性質 

 １.波と媒質の運動 

○波とは何か、波はどのように伝わるかなどを調べ、波の性質を学ぶ。 

・波と媒質の運動について理解することができる。【a】 

行動観察 

小テスト確認 

ノート確認  

2 6 

 ２.波の伝わり方 

第２章 音 

 １.音の性質 

 ２.発音体の振動と共振共鳴 

章末問題 探究活動 

・波の伝わり方を理解することができる。【c】 

・波の波長、振動数、波の伝わる速さについて理解することができる。【a】 

・波の重ね合わせや独立性、定常波について理解することができる。【a】 

・音波の性質として、波の現象を理解することができる。【b】 

行動観察 

ノート確認 

実験レポート 

2 

3 
4 

第４編 電気 

第１章 物質と電気 

第２章 磁場と交流 

章末問題  

○静電気や電流など、電気に関わる法則を学習し、発電機や電磁波について学ぶ。 

・静電気や電流について、電子の移動と関連付けて理解することができる。【c】 

・電荷や電流について定量的に取り扱うことができる。【a】 

・電流のエネルギーについて、電力と電力量を理解することができる。【b】 

・電流による磁界について理解する。【a】 

・電流が磁界から受ける力について学び、モーターの原理を理解できる。【a】 

・交流の発生、送電及び利用について、基本的な仕組みを理解できる。【a】 

・電磁波について学び、現代生活に利用されていることを知る。【c】 

 

行動観察 

3 2 

第５編 物理学と社会 

第１章 エネルギーの利用 

 

物理学が拓く世界 

章末問題 

学年末考査  

○人類が利用することができる各種エネルギーの特性や利用法について学ぶ。 

・人類が利用可能なエネルギーの特性、利用やそれに伴うリスクなどについて、

物理学的な視点から理解することができる。【a】 

・１年間の学習により何が学べたかについてまとめる。【c】 

行動観察 

ノート確認  
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令和８年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 理科 科目名 生物基礎 学年 1 年 単位数（合計） 2（70） 

使用教科書 生物基礎（数研出版） 補助教材等 
リードα 生物基礎（数研出版） 

スクエア 最新図説生物（第一学習社） 

指導目標 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、理科の見方・考え方

を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行い、 生物や生物現象を科学的に探究するために

必要な資質・能力を育てる。 
 

月 時間 主な学習内容（項目）  
主な学習活動（指導内容）と 

到達目標・評価の観点 
評価方法 

4 

 

5 

 

6 

 

18 

第 1 章 細胞の特徴 

・生物の多様性と共通性 

 

 

・エネルギーと代謝 

 

前期中間考査 

 

・呼吸と光合成 

・生物は多様性と共通性をもっていることを理解する

ことができる。【a】 

・光学顕微鏡による観察を行いながら、それを正しく

操作することができる。【b】 

・生命活動に必要なエネルギーとその代謝に必要な酵

素について理解することができる。【c】 

・２ヶ月間の学習状況を自己評価する。 

・エネルギー代謝の一つである光合成と呼吸について

理解することができる。【a】 

 

行動観察・小テスト確認 

実験レポート 

ノート確認 

7 

 

8 

 

9 

 

17 

第 2 章 遺伝子とそのはたらき 

・遺伝情報とDNA 

 

・遺伝情報の複製と分配 

 

・遺伝情報の発現 

 

前期期末考査 

・遺伝情報を担う物質としてのDNAの特徴について理

解することができる。【a】 

・DNAが複製され分配されることにより、遺伝情報が伝

えられることを理解することができる。【c】 

・DNAの情報に基づいてタンパク質が合成されること

を理解することができる。【c】 

 

・前期の学習状況を自己評価する。 

 

行動観察・小テスト確認 

ノート確認 

10 

 

11 

 

12 

20 

第 3 章 生物の体内環境 

・体内での情報伝達と調節 

 

・体内環境維持のしくみ 

 

・免疫のはたらき 

 

 

後期中間考査 

 

・生物の体内環境の維持について観察、実験などを通

して探究し、生物には体内環境を維持する仕組みが

あることを理解することができる。【b】 

・体内環境維持に自律神経とホルモンが関わっている

ことを理解することができる。【a】 

・免疫とそれに関わる細胞の働きについて理解するこ

とができる。【c】 

・２ヶ月間の学習状況を自己評価する。 

 

行動観察・小テスト確認 

実験レポート 

ノート確認 

1 

 

2 

 

3 

15 

第 4 章 植生の多様性と分布 

・植生と遷移 

 

・植生の分布とバイオーム 

 

・生態系と生物の多様性 

 

・生態系のバランスと保全 

 

学年末考査 

・陸上には様々な植生がみられ、植生は長期的に移り

変わっていくことを理解することができる。【a】 

・気温と降水量の違いによって様々なバイオームが成

立していることを理解することができる。【b】 

・生態系では、物質が循環するとともにエネルギーが

移動することを理解することができる。【a】 

・生態系のバランスについて理解し、生態系の保全の

重要性を認識することができる。【c】 

・1年間の学習により何が学べたかについてまとめる。 

・1年間の学習状況を自己評価する。 

 

行動観察・小テスト確認 

実習レポート 

ノート確認 
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令和８年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 保健体育 科目名 体育 学年 １年 単位数（合計） 2（70） 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館書店） 補助教材等 ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ高校ｽﾎﾟｰﾂ 2026( 大修館 書店 )  

指導目標 
各種運動の合理的・計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わうことができるように

するとともに、体力の向上を図り、公正、協力、責任などの態度を育て、生涯にわたって運動で

きる資質や能力を育てる。   

月 時間数 
主な学習内容（項

目） 
主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

４ 

５ 

1 
体育理論 

スポーツの始まりと変遷 

・人間にとって体を動かすことの意味、スポーツの起源、ルールや技術

がどのように変遷してきたのか理解できる     【a・ｂ・ｃ】 

保健体育ノート 

行動観察 

10 

体つくり運動 

・体ほぐしの運動 

・体力を高める運動 

（ ボ ー ル を 使 う 運 動

を含む）  

・手軽な運動を行い、仲間と主体的にかかわることができる 

・球技大会に向けて、バレーボールを使った体力向上ができる。ルール

や禁止事項、使用道具及びコートについて理解している                      

【a・ｂ・ｃ】 

行動観察 

体育ノート 

1 
体育理論 

文化としてのスポーツ 

・運動との比較から文化としてのスポーツの特徴と、多様なかかわり方 

によるスポーツ文化の変容について説明できる   【a・ｂ・ｃ】 

保健体育ノート 

行動観察 

６ 

6 
陸上競技 
（短距離走・投てき） 

・記録向上や競争の楽しさや喜びを味わい各種目特有の技能を高める 

（例）スムーズな加速をし、スピードを保ちながら走ることができる 

   ターボジャブをまっすぐ投げることができる  【a・ｂ・ｃ】 

行動観察 

体育ノート 

スキル評価 

1 

体育理論 

・スポーツの高潔さとド

ーピング 

・ドーピングがなぜスポーツを破壊する行為になるのかを具体的に説 

明できる                     【a・ｂ・ｃ】 

保健体育ノート 

行動観察 

７ 

８ 

９ 

6 
球技 

・バレーボール 

・安定した用具操作の習得や状況に応じたボール操作の習得 

（例）３段攻撃における、それぞれの役割を理解し、攻撃を組み立てる 

ことができる                【a・ｂ・ｃ】 

行動観察 

体育ノート 

スキル評価 

1 

体育理論 

オリンピックとパラリン

ピックの意義 

・オリンピックやパラリンピックの価値について具体例をあ

げながら、その意義について説明できる  【a・ｂ・ｃ】 

保健体育ノート 

行動観察 

13 
球技 

・ソフトボール 

・安定した用具操作の習得や状況に応じたボール操作の習得 

（例）ボールを正しく握り、上体をまっすぐ保ち、肘を肩の高さまで 

上げて投げることができる 

・ルールを理解し仲間と協力してゲームの運営ができる【a・ｂ・ｃ】 

行動観察 

体育ノート 

スキル評価 

１０ 

１１ 

1 

体育理論 

スポーツが経済に及ぼす

効果 

・スポーツが経済活動でどのように重要な役割を果たしているかを説

明できる                     【a・ｂ・ｃ】 

保健体育ノート 

行動観察 

13 
球技 

・バスケットボール 

・安定した用具操作の習得や状況に応じたボール操作の習得 

（例） 

・ルールやチーム戦術を理解し、仲間と協力してゲームやリーグ戦の 

運営ができる                   【a・ｂ・ｃ】 

行動観察 

体育ノート 

スキル評価 

１２ 

１ 

２ 

14 

球技 

・卓球  

・テニス  

＊一種目選択 

・安定した用具操作の習得や状況に応じたボール操作の習得 

（例）狙った所に、サーブを打つことができる 

・ルールやチーム戦術を理解し、仲間と協力してゲームやリーグ戦の

運営ができる                 【a・ｂ・ｃ】 

行動観察 

体育ノート 

スキル評価 

1 
体育理論 

スポーツと環境 

・スポーツにおける環境問題について説明できる。 

【a・ｂ・ｃ】 

保健体育ノート 

行動観察 

7 
陸上競技 

（長距離走） 

・自己に適したペースを維持した走法で走ることができる。 

（例）リズミカルに腕を振り,力みのない軽快なフォーム 

                        【a・ｂ・ｃ】 

行動観察 

体育ノート 

スキル評価 

7 球技（サッカー） 

・安定した用具操作の習得や状況に応じたボール操作の習得 

（例）足でのコントロール、シュートがスムーズにできる 

・ルールやチーム戦術を理解し、仲間と協力してゲームやリーグ戦の運 

営ができる                 【a・ｂ・ｃ】 

行動観察 

体育ノート 

スキル評価 
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令和８年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 保健体育 科目名 保健 学年 1 年 単位数（合計） 1（35） 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館書店） 補助教材等 現代高等保健体育ノート（大修館書店） 

指導目標 

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深め、生涯にわたって自他の健

康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力のある生活を営む

態度を育てる。 
 

月 時間 主な学習内容（項目）  主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点  評価方法 

４ 

1 保健の授業について ・保健学習の意味と学習の見通しをもつことができる。【a】  

2 

現代社会と健康 

０１ 健康の考え方と成り立ち 

０２ 私たちの健康のすがた 

・健康についての多様な考え方を理解し、健康の成り立ちとそ

の要因を理解できる。 

・我が国における健康問題の変化を理解できる。 

【a・b・c】 

行動観察 

保健ノート 

５ 3 

０３ 生活習慣病の予防と回復 

０４ がんの原因と予防 

０５ がんの治療と回復 

・生活習慣病とその種類、要因を理解し、一次予防、二次予防

について説明できる。 

・がんの種類や原因、予防法を理解できる。 

・がんの治療法や緩和ケアについて理解できる。 

【a・b・c】 

６ 3 

０６ 運動と健康 

０７ 食事と健康 

０８ 休養・睡眠と健康 

・健康からみた運動の意義を理解し、健康に良い運動のしかた

について例をあげて説明できる。 

・食事と健康の関係について理解できる。 

・健康からみた休養や睡眠の意義を理解できる。 

                  【a・b・c】 

７ 3 

０９ 喫煙と健康 

１０ 飲酒と健康 

１１ 薬物乱用と健康 

・喫煙、飲酒、薬物乱用の有害性や、どのような問題が起こり

うるかを理解し、適切な行動選択と意志決定ができるように

する。 

・喫煙、飲酒、薬物乱用への対策を理解し、個人と社会に分け

で例を挙げて説明できる。 【a・b・c】 

８ 
3 

１２ 精神疾患の特徴 

１３ 精神疾患の予防 

１４ 精神疾患からの回復 

・精神疾患の要因と種類、今日課題を理解できる。 

・精神疾患を予防する方法を理解し、治療や回復のために必要

なことを説明できる。 

・ストレスや不安に対処する方法を理解し、話し合うことがで

きる。          【a・b・c】 

3 

１５ 現代の感染症 

１６ 感染症の予防 

１７ 性感染症・エイズとその予防 

・感染の潜伏期間や感染力などを理解し、予防対策を例にあげ

て説明できる。 

・性感染症・エイズについて理解し、その予防と対策を個人と

社会に分けて例をあげることができる。 

                  【a・b・c】  ９ 

1 前期期末考査 〇前期の学習状況についての評価【a・b・c】 総合評価 

１０ 3 

１８ 健康に関する意思決定・行動選

択 

１９ 健康に関する環境づくり 

・意思決定・行動要因に影響を与える要因について説明できる

。 

・社会環境の健康への影響について例をあげて説明できる。 

【a・b・c】 

行動観察 

保健ノート 

１１ 
4 

安全な社会生活 

０１ 交通事故の現状と要因  

０２ 安全な社会の形成    

・事故とその被害の実態を理解し、事故の発生には人的要因と

環境要因が関連していることについて例をあげて説明でき

る。 

・自他の安全を確保する行動を理解できる。【a・b・c】 

行動観察 

保健ノート 

１２ 

１ 

 

4 

 

０３ 交通における安全 

０４ 応急手当の意義とその基本 

・交通事故における責任を３つに分けて理解できる。 

・応急手当の意義と、応急手当の手順を理解できる。 

【a・b・c】 
行動観察 

保健ノート 

２ 4 
０５ 日常的な応急手当 

０６ 心肺蘇生法    

・日常的なケガや熱中症の応急手当が理解できる。 

・心肺蘇生法の方法と順を理解し、実際に行うことができる。              

【a・b・c】 
保健ノート 

２ 1 学年末考査 〇後期の学習状況についての評価    【a・b・c】 総合評価 
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令和８年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 芸術 科目名 音楽Ⅰ 学年 1年 単位数（合計） 2（70） 

使用教科書 ＭＯＵＳＡ １（教育芸術社） 補助教材等 音楽ノート・ファイル 

指導目標 
音楽的な見方・考え方に基づいた主体的な音楽活動を通して、音楽のよさ、美しさを深く味わい、

音楽文化と幅広く関わる資質や能力を育成する。 
 

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 

 
8 

曲にふさわしい発声で

表情豊かに歌おう 
 

・曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などに留意して歌い、表現

に必要な技術を身につける。【a】 
・歌ったり聴きあったりしながら、曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解

する。【b】 
・イメージをもって、音楽を形づくっている要素の働かせ方など試

行錯誤しながら表現を工夫する。【c】  

行動観察 
プリント確認 
 

5 

 

8 

ボディーパーカッショ

ンや CUPS に挑戦しよ

う 

・リズムを正確に捉えるとともに、その重なり合いやつながりを意識して演奏

する。【a】 
・曲想にあった音色や奏法などの技術を身に付け表現を工夫する。【b】 
・イメージをもって音楽を形づくっている要素の働かせ方など試行錯誤しな

がら表現を工夫する。【c】 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ発表 

行動観察 

プリント確認 

6 

10 

日本や諸外国の歌曲に

親しみ、表現を工夫して

独唱しよう 

・曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などに留意して歌い、表現

に必要な技術を身につける。【a】 
・歌ったり聴きあったりしながら、曲想と音楽の構造や歌詞との関

わりを理解する。【b】 

・イメージをもって、音楽を形づくっている要素の働かせ方など試

行錯誤しながら表現を工夫する。【b・c】 

行動観察 

プリント確認 

実技テスト 

7 

8 

 
8 

コード進行を元にメロ

ディーを作ろう 

 
前期期末考査 

・コードの構成音をもとに音の組み合わせやつなげ方を試しながら、グループ

で表したいイメージに合うメロディーを作る。【a・b・c】 

・反復、変化などの手法を用いてメロディーを作り、作ったメロディーにもう

一つのメロディーを重ねる技法を身に付ける。【a・b・c】 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ発表 

行動観察 

プリント確認 
9 

10 

 8 

和楽器に親しみ、演奏に

挑戦しよう 
・曲にふさわしい奏法、身体の使い方に留意して演奏し、表現に必要な技法を

身に付ける。【a・b】 
・三線を演奏したり鑑賞したりしながら沖縄音楽の特徴や歴史的背景を理解

する。【b・c】 

行動観察 

プリント確認 
実技テスト 

11 

12 

さまざまな舞台芸術を

鑑賞し、ミュージカルナ

ンバーやアリアに挑戦

しよう 

・舞台芸術を鑑賞したり作曲家について調べたり意見を交換しながら曲想や

表現上の効果と音楽の関わり、音楽の特徴と文化的、歴史的背景との関わり

を理解する。【a・b】 
・歌ったり聴きあったりしながら、曲想と音楽の構造や歌詞との関

わりを理解する。【b・c】 

行動観察 

プリント確認 

12 

1 

 

8 

表現を工夫してギタ

ーを演奏しよう 
・曲にふさわしい奏法、身体の使い方に留意して演奏し、表現に必要な技法を

身に付ける。【a】 
・演奏したり聴きあったりしながら曲想と楽器の音色や奏法との関わりを理

解する。【b】 

・イメージをもって音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤し

ながら表現する。【b・c】  

行動観察 

プリント確認 
実技テスト 

2 

 

8 

合唱を楽しもう 

 

 

 

 

学年末考査 

・曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などに留意して歌い、表現

に必要な技術を身につける。【a】 
・歌ったり聴きあったりしながら、曲想と音楽の構造や歌詞との関

わりを理解する。【b】 

・イメージをもって、音楽を形づくっている要素の働かせ方など試

行錯誤しながら表現を工夫する。【b・c】 

行動観察 

プリント確認 

3 
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令和８年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 芸術 科目名 書道Ⅰ 学年 1 年 単位数（合計） 2（70） 

使用教科書 書Ⅰ(光村図書出版) 補助教材等 色紙・短冊等 

指導目標 

･書を愛考し､書写能力を高め､意欲的､主体的に表現や鑑賞の活動を行い､ 

その楽しさや喜びを味わう｡ 

･書文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく情操を培う。 
 

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

１ 書へのいざない 

・書写で学習したことを基盤として、高等学校芸術書道の特徴

と目標を具体的に理解する。【a】  

・臨書の意義と目的を理解する。【a】  

・用具や用材のその扱い方に理解と関心を持ち、用具用材と表

現が密接に関係していることを理解する。【a】 

行動観察 

 

 

25 

 

 

 

 

漢字の書の学習 

(楷書) 

「唐代・北魏の楷書」 

・古典に基づく基本的な字形・線質の書法を理解し表現する。【a・b】 

・表現と鑑賞の関連を図り、古典への興味関心を高めるととも

に、個性豊かな表現と能力を伸ばす。【a・b】 

・楷書の特徴や変遷を理解する。【a】 

・各古典における書風を理解し意欲的に表現する。【b・c】 

行動観察 

作品提出 

 

8 

9 

10 

16 

 

 

（行・草書） 

「蘭亭序」「風信帖」 

前期期末考査 

・行・草書の特徴や変遷を理解する。【a】 

・各古典における書風を理解し意欲的に表現する。【b・c】 

行動観察 

作品提出 

 

11 

2 

 

（隷書） 

「曹全碑」 

・隷書の特徴や変遷を理解する。【a】 

・古典における書風を理解し意欲的に表現する。【b・c】 

行動観察 

作品提出 

2 
（篆書） 

「泰山刻石」 

・篆書の特徴や変遷を理解する。【a】 

・古典における書風を理解し意欲的に表現する。【b・c】 

行動観察 

作品提出 

12 
12 

仮名の書の学習 

「いろはうた」 

「高野切」 

「三色紙」 

 

 

・日本で成立した仮名の種類と成立過程、各時代の文化との関

連について理解する。【a・b】 

・仮名の書に適した用具・用材について理解する。【a】 

・仮名の基本的な線質・用筆・運筆との関連を理解する。【a・b】 

・仮名の書の特徴や変遷を理解する。【a】 

・各古筆における書風を理解し意欲的に表現する。【b・c】 

行動観察 

作品提出 

 

 

1 

 

2 

 

3 

1 
書きぞめ ・伝統的行事である書きぞめを通し、書文化を感受する。 

【a・b・c】 

行動観察 

1 

篆刻の学習 

 

・書と篆刻は密接に関係していることを理解する。【a】 

・使用する用具・用材に関心を持ち、表現効果が大きく関連し

ていることを理解する。【a・b】 

作品提出 

2 

漢字仮名交じりの書の学

習 

 

・日常的に身近な表現方法であることを理解し、漢字と仮名の

選択、書体、書風などを関連させ自らの構想に基づいて意欲

的に主体的に表現する。【a・b】 

行動観察 

作品提出 

 

6 

 

創作 色紙 ・芸術的な表現（撰文(漢字・仮名・漢字仮名交じり文)・書体 

・構成・布字・墨色)ついて作品制作手順を理解し、自らの表現

活動を楽しみ書作する。【b・c】 

・字書を引くことにより、五書体(漢字)・仮名や古典に対して

の認識を深める。【a】 

行動観察 

作品提出 

 

2 

作品ファイルと鑑賞、まと

め 

学年末考査 

・作品ファイルを鑑賞し、書道Ⅰで学書した書の奥深さを認識

する。また、作品保管の大切さを知る。【a・b・c】 

作品提出 

鑑賞レポ

ート 
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令和８年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 芸術 科目名 美術Ⅰ 学年 1 年 単位数（合計） 2（70） 

使用教科書 
新・高校生の美術 1（日本文教出

版） 
補助教材等 スケッチブック・キャンバス等 

指導目標 
美術の幅広い創造活動を通して美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術文化と

幅広く関わる資質・能力を育成する。生涯にわたり美術文化に親しむ心情を育む。  
 

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 5 

オリエンテーション 

校内スケッチ 

〔A 表現(1)絵画〕 

・造形的な視点について理解を深め、創意工夫

し取り組むことを理解する。【ａ】 

・素描の基礎を理解し、意図に応じて表現方法

を工夫することができる。【ｂ】 

・主体的に創造活動に取り組むことができる。

【ｃ】 

行動観察 

スケッチブック 

課題作品提出 

5 7 

色彩理論 

〔共通事項〕 

・色彩理論を理解し、効果的に作品制作に生か

す力をつける。【ａ】 

・配色効果などについて知り、創造的な表現の

構想を練る力をつける。【ａ】 

行動観察 

スケッチブック 

課題作品提出 

6 5 

西洋美術史 

〔B 鑑賞・共通事項〕 

 

・西洋における美術文化の流れや作品の背景を

知ることで、西洋独自の美意識を感じ取るこ

とができる。【ａ・ｂ】 

 

行動観察 

スケッチブック 

7 

10 

歌を表わす扇子 

〔A 表現(1)絵画〕 

 

前期期末考査 

・金地の扇形に合わせた構成、着色を自らの主題

に合わせて創造的に表現することができる。【ａ】 

・和歌から感じ取ったことから主題を生成し、発

想・構想することができる。【ｂ】 

・主体的に創造活動に取り組むことができる【ｃ】 

行動観察 

スケッチブック 

 

前期期末考査 

8 

9 

10 

20 

人に伝えるメッセージ 

〔 A 表現 (2)デザイン・

(3)映像メディア表現〕 

・意図に応じて材料・用具を選択し特性を生か

して創造的に表現することができる。【ａ】 

・目的や機能などを考え主題を生成し、条件な

どを考え、発想・構想することができる。

【ｂ】 

・主体的に創造活動に取り組むことができる。

【ｃ】 

行動観察 

スケッチブック 

11 

12 5 

日本美術史 

〔B 鑑賞・共通事項〕 

 

・日本における美術文化の流れや作品の背景を

知ることで、日本の独自の美意識を感じ取る

ことができる。【ａ・ｂ】 

 

行動観察 

スケッチブック 

1 

16 

絵画 

＜自分にしか見えないフ

ィルター～キャンバスに

写る自分の深層＞ 

〔A 表現(1)絵画〕 

 

・意図に応じて材料や用具を選び、またその特性を生か

し創造的に表現すことができる。【 a 】 

・自分自身を見つめて主題を生成し、発想したイ

メージを創意工夫し創造的に表現することが

できる。【ｂ】 

・主体的に創造活動に取り組むことができる。【ｃ】 

行動観察 

スケッチブック 

課題作品提出 

2 

3 2 

年間のまとめ 

 

 

学年末考査 

・生涯にわたり美術文化に親しみ、心豊かな生活

や社会を創造していくことができる。【ｃ】 

行動観察 

スケッチブック 

 

学年末考査 
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令和8年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 外国語（英語） 科目名 英語コミュニケーションⅠ 学年 1年 単位数（合計） 3（105） 

使用教科書 
Heartening English Communication Ⅰ 

New Edition（桐原書店） 
補助教材 

英単語 ターゲット 1900 (旺文社) 

Focus on Listening(エミル出版) 

NEO 現代を見る Approach (いいずな書店) 

指導目標 
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、情報や考えなど

を的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。 
 

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 

 

 

 

5 

6 

Lesson 1【スポーツ】  

・現在形 
・過去形 
・進行形 

・「車椅子テニスの選手」について、事実や自分の考えを整理して伝えた

り、相手からの質問に答えたりする技能を身に付けている。【a】 

・各Part本文の内容を読み取り、概要や要点を把握している。【b】 

・自分の意見を話したり書いたりしようとしている。【c】 

行動観察・ライテ
ィング・スピーチ 

7 

Lesson 2【動物】 

・現在完了形 
・過去完了形 

・「警察犬」に関して、写真を参考にしながら内容を理解する。【a】 

・写真を見て、内容の描写や状況の推測について表現している。【a・b】 

・本文の内容を簡潔にまとめ、適切なつなぎ表現を用いて話したり書いたりしようと 

している。【c】 

行動観察・ライ

ティング・スピ
ーチ 

7 
Lesson 3【環境】 
・助動詞 

・「環境問題への取り組み」に関して、写真を参考にしながら内容を理解する。【a】 

・本文の内容を簡潔にまとめ、適切なつなぎ表現を用いて話したり、書いたりしようと 

している。【c】 

行動観察・ライテ
ィング・スピーチ 

 

6 

 

 

7 

 

 

8 

 

9 

１ 前期中間考査  前期前半の学習内容の理解を確認する。【ａ・ｂ・ｃ】 定期考査 

7 
Lesson 4【心理学】 
・受動態 
・前置詞 

・「ポイ捨てを減らす方法」に関して、内容を理解する。【a】 

・本文の内容を簡潔にまとめ、適切なつなぎ表現を用いて話したり書いたりしようと 

している。【c】 

行動観察・ライテ

ィング・スピーチ 

8 
Lesson 5【食糧問題】 
・不定詞 

・知覚動詞と使役動詞 

・「食糧問題」に関して、写真を参考にしながら内容を理解する。【a】 

・本文の内容を簡潔にまとめ、適切なつなぎ表現を用いて話したり書いたりしようと 

している。【c】 

行動観察・ライテ
ィング・スピーチ 

7 
Lesson 6【科学、生物】 
・動名詞 

・SVC 

・「恐竜再生」に関して、内容を理解する。【a】 

・本文の内容を簡潔にまとめ、適切なつなぎ表現を用いて話したり書いたりしようと 

している。【c】 

行動観察・ライテ
ィング・スピーチ 

1 実力考査  夏季休業中の学習内容、および前期の基礎事項の定着を確認する。  

7 
Lesson 7【経済】 
・SVOC 

・分詞構文 

・「ファッション業界の問題点」に関して、写真を参考にしながら内容を理解する。【a】 

・本文の内容を簡潔にまとめ、適切なつなぎ表現を用いて話したり書いたりしようと 

している。【c】 

行動観察・ライテ
ィング・スピーチ 

1 前期期末考査  前期の学習内容の理解を確認する。【ａ・ｂ・ｃ】 定期考査 

10 

 

 

 

11 

 

 

7 
Lesson 8【文化】 
・比較 
・従属接続詞 

・「世界の冬の祭り」に関して、事実や自分の考えを整理して伝えたり、相手からの質

問に答えたりする技能を身に付けている。【a】 

・各Part本文の内容を読み取り、概要や要点を把握している。【b】 

・自分の意見を話したり書いたりしようとしている。【c】 

行動観察・ライテ

ィング・スピーチ 

8 
Lesson 9【科学・生物】 
・関係代名詞 

・関係副詞 

・「働かないアリ」に関する英文を読んだり聞いたりして、その内容を理

解する技能を身に付けている。【a】 

・写真を見て、内容の描写や状況の推測について表現している。【ｂ】 

・写真を見て、内容の描写や状況の推測について表現しようとしている。【c】 

行動観察・ライテ
ィング・スピーチ 

7 
Lesson 10【生き方・社会問題】 
・仮定法過去 
・仮定法過去完了 

・「フォトジャーナリストの記事」に関して、事実や自分の考えを整理して伝えたり、

相手からの質問に答えたりする技能を身に付けている。【a】 

・各Part本文の内容を読み取り、概要や要点を把握している。【b】 

・自分の意見を話したり書いたりしようとしている。【c】 

行動観察・ライテ

ィング・スピーチ 

1 後期中間考査  後期前半の学習内容の理解を確認する。【ａ・ｂ・ｃ】 定期考査 

 
12 

 

 

1 

 

 

 

2 

 

 

3 

9 NEO現代を見る 歴史・文化 
・英文を聞いたり、読んだりしてその内容を正確に理解することができる。【a】 

・文法事項を学ぶ。言語運用の知識を身に付ける。【a】 

・説明や物語を聞き手に正しく内容が伝わるように音読している。【b・c】 

行動観察・ライテ

ィング・スピーチ 

1 実力考査 冬季休業中の学習内容、および今までの基礎事項の定着を確認する。  

8 
NEO 現代を見る 言語・社

会 

・英文を聞いたり、読んだりしてその内容を正確に理解することができる。【b】 

・文法事項を学ぶ。言語運用の知識を身に付ける。【a】 

・説明や物語を聞き手に正しく内容が伝わるように音読している。【b・c】 

行動観察・ライテ

ィング・スピーチ 

8 NEO現代を見る 健康・科学 
・英文を聞いたり、読んだりしてその内容を正確に理解することができる。【b】 

・文法事項を学ぶ。言語運用の知識を身に付ける。【a】 

・説明や物語を聞き手に正しく内容が伝わるように音読している。【b・c】 

行動観察・ライテ
ィング・スピーチ 

3 NEO現代を見る 自然 
・英文を聞いたり、読んだりしてその内容を正確に理解することができる。【b】 

・文法事項を学ぶ。言語運用の知識を身に付ける。【a】 

・説明や物語を聞き手に正しく内容が伝わるように音読している。【b・c】 

行動観察・ライテ
ィング・スピーチ 

1 学年末考査 年間で扱った学習内容の理解を確認する。【ａ・ｂ・ｃ】 定期考査 
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令和 8 年４月１日 

令和８年度「指導と評価の年間計画」 
岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 外国語(英語) 科目名 論理・表現Ⅰ 学年 1 年 単位数(合計) 2（70） 

使用教科書 
FACTBOOK English Logic and Expression 

I New Edition（桐原書店） 
補助教材 

Vision Quest English Grammar 47 

（啓林館） 

指導目標 
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実や意見

などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う。 

 
月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 
 
 
5 

4 
・動詞 / 否定文と疑問文 

・基本文型 

相手について今まで知らなかったことを聞き出すことができる。 

相手と会話を続けて、自分との共通点を探し出すことができる。【a・b・c】 

行動観察 

スピーキング 

ライティング 

6 時を表す表現 
希望を伝え、スケジュールを相談しながら決めることができる。 

情報を共有し、自分たちの町に役立つか話し合うことができる。 

展示会についての感想をブログの日記に書くことができる。【a・b・c】 

行動観察 

ライティング 

6 完了形 
魅力を紹介し、相手に関心を持たせて誘うことができる。 

通りを見ながら町並みの変化について説明することができる。 

移住体験をすすめるウェブの広告文を書くことができる。【a・b・c】 

行動観察 

ライティング 

6 
 
 
7 
 
 
8 
 
 
9 

1 前期中間考査 前期前半の学習内容の理解を確認する。【a・b・c】 定期考査 

6 助動詞 
興味のある商品を紹介し、その特長を説明することができる。 

店員に要望を伝え、購入する商品を決めることができる。 

防災意識を高めるパンフレットの文章を書くことができる。【a・b・c】 

行動観察 

ライティング 

6 受動態 
相手が知らない情報について説明することができる。 

問題に対処するための道具を紹介することができる。 

道具購入の寄付を募るためのポスターを書くことができる。【a・b・c】 

行動観察 

ライティング 

1 実力考査 夏季休業中の学習内容、および前期の基礎事項の定着を確認する。  

6 不定詞 
お互いの状況を踏まえて、問題解決の結論を出すことができる。 

情報を照らし合わせて、条件に合うものを確認することができる。 

フードバンク団体を支援する手紙を書くことができる。【a・b・c】 

行動観察 

ライティング 

1 前期期末考査 前期の学習内容の理解を確認する。【ａ・ｂ・ｃ】 定期考査 

10 
 
 

11 
 
 

12 

6 動名詞 
自分の生活習慣を確認し、変えたい習慣を伝えることができる。 

相手からの悩み相談にアドバイスをすることができる。 

生活習慣についての意見をウェブに書くことができる。【a・b・c】 

行動観察 

ライティング 

6 分詞 
贈るための商品を相談しながら決めることができる。 

プレゼントへの感謝の気持ちを伝えることができる。 

企業の講演に感想やお礼のメールを書くことができる。【a・b・c】 

行動観察 

ライティング 

1 後期中間考査 後期前半の学習内容の理解を確認する。【ａ・ｂ・ｃ】 定期考査 

6 比較 

おすすめの商品を比較しながら紹介することができる。 

図表を見ながらパンフレットの内容を説明することができる。 

フェアトレード商品のよさをブログで発信することができる。【a・b・c】 

行動観察 

ライティング 

1 
 
 
2 
 
 
3 

1 実力考査 冬季休業中の学習内容、および今までの基礎事項の定着を確認する。  

6 関係詞節とその他の節 

お互いの考えるよい方法を具体的に説明し合うことができる。 

お互いの希望を伝え合い参加プログラムを決めることができる。 

事前の問い合わせで疑問点を尋ねるメールを書くことができる。【a・b・c】 

行動観察 

ライティング 

6 仮定法 

相手の要望に合った提案をすることができる。 

旅のエピソードを聞いて問題の解決策を話し合うことができる。 

外国人に役立つパンフレットの文章を書くことができる。【a・b・c】 

行動観察 

ライティング 

1 学年末考査 年間で扱った学習内容の理解を確認する。【ａ・ｂ・ｃ】 定期考査 
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令和８年４月１日 

令 和 ８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名 家庭 科目名 家庭基礎 学年 1年 
単位数 

（合計） 
2（70） 

使用教科書 家庭基礎 自立・共生・創造（東京書籍） 補助教材 2024生活ハンドブック(第一学習社) 

指導目標 

人の一生と家族・家庭及び、福祉・衣食住・消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解

を図り、技能を習得させる。家庭や地域及び社会の生活課題を設定し、生涯を見通して課題を解決する力を養う。様々な人々

と協働し、よりよい社会の構築に向けて生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。  
 

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 

 

2 

 

家庭科の学び方 

ホームプロジェクトと 

学校家庭クラブ活動 

・家庭科で何を学び、どのような学習活動をしていくのか理解している。【a】 

・ホームプロジェクトや家庭クラブの意味と進め方について理解している。【a】 

・課題の解決に向けて主体的に取り組み、実践しようとしている。【ｂ・ｃ】 

行動観察 

ワークシート 

 

2 

生涯を見通す ・人の一生について、自己と他者、社会と関わりながら様々な生き方があることを理解

している。【ａ】 

・生活設計について課題の解決に主体的に取り組み、解決する力を身に付けている。【ｂ】 

・生涯の生活設計について、課題の解決に主体的に取り組んでいる。【ｃ】 

行動観察 

ワークシート 

5 6 

衣生活をつくる 

 

・被服のさまざまな役割を理解している。【a】 

・被服材料の特徴を理解し、安全で健康な衣服管理について考えている。【ｂ】 

・汚れ落ちの仕組みを理解し、被服に適した洗濯や保管方法を知る。【a】 

行動観察 

ワークシート 

課題作品 

6 8 

食生活をつくる 

 

 

・食品の栄養的性質・食品の調理上の性質について理解している。【ａ】 

・食の安全について課題を解決する力を身に付けている。【ｂ】 

・様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて食生活と健康について、課題の解

決に主体的に取り組んでいる。【c】 

・基本的な調理技術を学び、日常食を作れるようになる。【ａ・ｃ】 

行動観察 

ワークシート 

調理実習 

7 6 

人生をつくる 

 

・各ライフステージの特徴と課題を理解している。【a】 

・生涯発達の観点から今の自分を客観的に見つめ、職業選択も見通す。【ｂ】 

・家族・家庭に関する基礎的な法律を学習する。【ａ】 

行動観察 

ワークシート 

 

8 2 
ホームプロジェクトの発

表 

・ホームプロジェクト（夏休み課題）【ａ・ｂ・ｃ】 

・夏休みの課題の発表。【ｂ】 

ホームプロジェ

クト 

9 7 
共に生き、共に支える 

 

・一生を通した福祉や社会的支援の必要性について理解している。【a】 

・社会保障制度の理念を理解し、社会の課題について考える。【ｂ】 

行動観察 

ワークシート 

10 8 

超高齢社会を共に生きる 

 

 

前期期末考査 

・高齢者を取り巻く社会環境を理解している。【ａ】 

・高齢期の心身の変化や特徴、個人差が大きいことを理解している。【ａ】 

・高齢者の自立した生活を支えるために家庭や地域及び社会の役割の重要性について理 

解し高齢者を支える制度と課題を考える。【ｂ・ｃ】 

行動観察 

ワークシート 

車椅子実習 

11 8 

子どもと共に育つ 

 

・子どもの育つ力と発達段階を理解している。【a】 

・親・家族・周囲の人々の関わりの重要性について理解している。【a】 

・遊び、基本的生活習慣の形成、食事、健康管理について主体的に取り組んでいる。【ｃ】 

行動観察 

ワークシート 

 

12 6 

経済生活を営む 

持続可能な生活を営む 

 

・生活の基盤となる家計管理の重要性を理解している。【ａ】 

・責任ある消費における課題を理解し、課題解決に向けて考える。【ｂ】 

・生活と環境と理解している。【ａ】 

・持続可能な消費について課題と解決方法について考えている。【ｂ】 

行動観察 

ワークシート 

1 7 

住生活をつくる 

 

・住居の機能や間取りの基礎知識を理解している。【a】 

・ライフステージに合った住居を考える。【ｂ】 

・住環境と地域社会とのつながりについて考える。【ｂ】 

行動観察 

ワークシート 

2 

3 
8 

これからの生活を創造する 

まとめ 

学年末考査 

・生涯の生活設計に必要な要素をまとめる。【ｂ】 

・自分の目指すライフスタイルを考え、生活設計を立てる。【ａ・ｂ】 

行動観察 

ワークシート 
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令和８年４月１日 

令 和８ 年度「 指導と 評価 の年間 計画 」 

岐阜県立大垣北高等学校 

教科名等 総合的な探究の時間 名称 ＳＤ探究１ 学年 1年 単位数（合計） 1（35） 

使用教科書    ――――――――― 補助教材等 本校オリジナル教材、ＳＧＨ・ＦＲＨ事業購入書籍 

指導目標 

・情報収集能力・整理能力、フィールドワークスキル、言語技術、プレゼンテーションスキルなどの基礎的・汎用的能力を身に

付ける。 
・自ら設定した課題の解決に向けて果敢に挑戦する態度や、仲間と協働して多面的・多角的に思考する態度を身に付ける。 
・自らの意見を論理的に説明する力を身に付ける。 

 

月 時間 主な学習内容（項目） 主な学習活動（指導内容）と到達目標・評価の観点 評価方法 

4 3 

◆「ＳＤ探究1」のオリエンテーション 
◆基礎的・汎用的なスキルの習得 
・コンピュータ室利用のオリエンテーション 
・基本ソフトの活用方法に関する学習  
・インターネットの活用に関する学習 

・「ＳＤ探究」の授業目標や2年間の学習計画を理解する。 
・コンピュータ室の利用方法と基本ソフトの活用方法を理解し、情報

スキルを獲得する。 
・インターネット活用トレーニングを通して、情報モラルと情報スキ

ルを獲得する。 

・生徒の活動の観察 
・生徒による自己評価 

5 3 

◆データサイエンスに関する講演会 
 
◆岐阜県（大垣市）の抱える課題に関する研究

（１） 
・岐阜県の抱える課題に関するレクチャー 
・地域探究入門（大垣市）、データ講座 

・探究活動における効果的なインタビュー方法を理解する。 
・探究活動の結果を相手に分かりやすく伝えるための報告書の書き

方やプレゼンテーションの在り方を理解する。 
・「岐阜県の抱える地域課題」に関わる講義を受け、解決すべき課題

に関する認識を深める。 

・生徒の活動の観察 
・生徒による自己評価 
・学習シートによる評価 
（講義から得た知識） 

6 4 

◆飛騨高山フィールドワーク 
・フィールドワークに関するワークショップ 
・飛騨高山における探究課題の設定 
・グループ行程表の作成 
・フィールドワークの実践 
・報告書の作成、発表 
 
 
◆SDGsに関するワークショップ 

・飛騨高山に関する知識を確認するとともに、現状、課題についてワ

ークショップ形式で確認する。 

・グループで飛騨高山における課題を設定し、持続可能な解決策の提

案に向けて調べ学習を行う。 

 

・実地調査、インタビューなどを含めたグループ行程表を作成する。 

・実践を踏まえ、調査した内容を報告書としてまとめる。 

・まとめた内容について、グループ別にプレゼンテーションを行う。 

・生徒の活動の観察 
・生徒による自己評価 
・グループ行程表の評価 
（他者との協働で獲得した

情報の質、内容） 
（グループ課題の妥当性） 
・報告書の評価 
・プレゼンテーションに関

するルーブリック評価 
 

7 3 

・個人学習によって、飛騨高山の基本情報を獲得して産業や文化の特

徴を把握し、町の抱える課題を発見する。 

・グループ活動における意見交換を通して、探究活動における課題を

設定する。 

8 

・ 

9 

3 

・言語技術指導 
 
・リサーチクエスチョンの設定、検証 

・探究報告書を書くために必要な知識を身に付け、適切な調査方法を

習得する。 
・各自の探究課題に対し、適切な問いを設定し、探究の方向性を明確

にする。 

・生徒の活動の観察 
・学習シートの評価 
（リサーチクエスチョンの

質、内容） 

10 4 

◆大垣市の抱える課題に関する研究（２） 
・探究計画書の作成 
・探究エッセイの作成 

・各自が設定した探究課題、リサーチクエスチョンに対して、調査、

検証した内容を報告書としてまとめる。 

・生徒の活動の観察 
・生徒による自己評価 
・学習シートによる評価 
（調査項目等の質） 
（講義から得た知識） 11 4 

12 3 
◆大垣市の抱える課題に関する研究（３） 
・探究計画書の作成 
・探究エッセイの作成 

・各自が設定した探究課題、リサーチクエスチョンに対して、調査、

検証した内容を報告書としてまとめる。 

・生徒の活動の観察 
・探究報告書に関するルー

ブリック評価 
1 3 

2 

3 
5 

◆日本語プレゼンテーション 

・探究報告書を踏まえた日本語プレゼンテー

ションの作成 

・グループ発表 

・クラス内発表会 

・学年発表会 

・1年間の振り返り 

・探究成果を効果的に相手に伝達するためのプレゼンテーションを

準備する。 

 

・グループで交流を行い、代表を決定する。 

・クラス代表者による学年発表会を行う。 

・1年間の学習成果をまとめ、次年度に向けての基礎知識を習得する。 

・生徒の活動の観察 
・生徒による自己評価 
・プレゼンテーションの 
 質に関するルーブリック

評価 
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